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研究成果の概要（和文）：申請者は、現地視察調査や報告書から得られたデータを用い、建築形態、設計法、施工法の
観点から地中海世界の墳墓・複合墓の地域性と時代性について分析を行った。その結果、キュレネには、一見すると家
型墓に見える複合墓、磨崖墓に見える複合墓の2種類の複合墓があることや、小アジアの墳墓では、墓室の造り方に構
造的な工夫が見られる可能性があることなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The author analyzed the regional and historical trait of Hellenistic Tumuli and Mi
xed constructed tombs with the data which was gained by the inspection and report on them. The analysis le
d to the conclusion that there are two kinds of Mixed constructed tomb which is visible to a house tomb or
 Rock-cut tomb in Cyrene. There are the Tumuli that have a structural device in Asia Minor.

研究分野：

科研費の分科・細目：

工学

キーワード： 建築史　古代ギリシア建築史

建築学・建築史・意匠



 

 

１．研究開始当初の背景 
これまで古代ギリシア建築は、建築の種類
ごとにほぼ決まった建築形態を持っている
といわれてきたが、ヘレニズム期（紀元前 4
～1 世紀頃）には、豊富な形態を持つ墓が現
れるようになる。そして、このヘレニズム期
の墓によって生み出された豊富な建築形態
や、豊富な建築形態を受け入れる価値観の普
遍化が、後のローマ建築における多彩な建築
形態の発生に影響を与えたことは想像に難
くない。このヘレニズム期の墓の古代ギリシ
ア建築としての特異性や、ローマ建築への影
響の可能性を踏まえると、ヘレニズム期の墓
の研究は、古代ギリシア建築史のみならず、
西洋建築史全体にとっても重要なものだと
考えられる。 
 しかしながら、申請者が研究を開始する以
前には、ヘレニズム期の墓に関する網羅的な
研究は、1990年にフェダックによって発表さ
れたものしかなかった。本書の中でフェダッ
クは、ヘレニズム期の墓全体を概観し、ヘレ
ニズム期の墓には地域性や時代性が認められ
ると結論付けているが、どのような時期に、
どのような地域で、どのような特徴を持つ墓
が建てられたといえるのかは具体的には解明
できていない。そのため、直ちにヘレニズム
期の墓の特徴を明確化し、体系化することは
難しい状況にあった。そこで、申請者は、こ
のフェダックの結論を受けて、まずは建築形
態、建築技術、造形理念の観点から、ヘレニ
ズム期の墓の地域性と時代性を明確にするこ
とを目的に研究を開始することとした。 
しかし、ヘレニズム期の墓は、報告書等に
よって報告されているだけでも 130基以上確
認されている。また、フェダックの研究書に
も「2つとして同じ形態の墓が存在しないこと
が、ヘレニズム期の墓の特徴である」と記さ
れているとおり、ヘレニズム期の墓は多種多
様な外観を持っている。従って、特に建築形
態や造形理念の観点からは、闇雲にヘレニズ
ム期の墓の地域性や時代性を捉えようとして
も、その作業は困難なものとなる。そこで、
申請者は、建造方法を規準として、ヘレニズ
ム期の墓を「家型墓、磨崖墓、墳墓、複合墓」
に分類し、建築形態、建築技術、造形理念の
観点からみた家型墓や磨崖墓の地域性と時代
性を明らかにすることから研究を開始した。
しかし、上記の分類は、「別の分類に属する
ものが互いに全く無関係のものとなる」とい
った完全な分類ではなく、あくまで研究の便
宜を図るために設けた分類である。すなわち、
ヘレニズム期の墓の特徴を正確に把握するた
めには、墳墓や複合墓に属する墓に関しても
研究を推し進めることが必要とされる。なお、
複合墓とは、家型墓、磨崖墓、墳墓の2種類以
上の形式を組み合わせて建造された墓を指す。 

２．研究の目的 
以上の通り、ヘレニズム期の墓に関する研
究は、その古代ギリシア建築としての特異性
や古代ローマ建築への影響の可能性を踏まえ
ると重要な研究分野だと考えられる。しかし、
ヘレニズム期の墓に関する研究は未だ初期段
階にあり、その全容は明らかになっていない。 
そこで、本研究では、古代地中海世界のヘ
レニズム期の墓の体系化に向けて、建築形態、
建築技術、造形理念の観点から、墳墓・複合
墓の地域性や時代性を明らかにすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 建築形態の比較研究 
ヘレニズム期の墳墓・複合墓の調査報告書
等の資料、および現地での視察、その過程で
作成された写真資料などを用いて、墳墓・複
合墓の形態的特徴を整理し、時代毎、地域毎
に比較検討を行う。また、申請者は、これま
で家型墓や磨崖墓の研究も進めてきたが、可
能な限り、これら家型墓や磨崖墓とも比較検
討を行い、形態的類似性などの観点からも考
察を行う。 
(2) 施工法の比較研究 
建築史の研究で、最も難しい問題の一つは
どのように施工されたかという施工技術の問
題である。神殿等、他種の地中海建築の施工
法も参考にしながら、ヘレニズム期の墳墓・
複合墓の調査報告書、および現地での視察、
その過程で作成された写真資料などを用いて、
建築遺構に残る痕跡や材料などから、墳墓・
複合墓の施工技術を推定する。この結果を各
時代、各地域について比較検討することによ
り、施工技術の面から見た磨崖墓の地域性や
時代性を明らかにする。墳墓は、地中に墓室
を埋め込んで作るため、構造的な配慮が必要
とされることが予想される。また、複合墓は、
大抵の場合、家型墓と磨崖墓を複合させたも
のであり、磨崖墓部分の建造においては、一
般的な建築物に比べて、施工作業上の困難さ
を伴う作業であることが予想される。この構
造的な配慮や施工作業上の困難さが、建築形
態や設計にも影響を与えている可能性が予想
されるので、施工法と建築形態、設計法との
関係についても検討を行うこととする。 
 
(3) 設計法の比較研究 
古代ギリシアの建築は、「寸法」と「比例」
という 2 つの要因から設計されていることが
知られている。これに基づき、神殿等の他種
の地中海建築の設計法も参考にしながら、ヘ
レニズム期の墳墓・複合墓の設計法を分析し、
各時代、各地域について比較検討を行う。こ
れにより、墳墓・複合墓の設計法の分析の有
用性や傾向などを明らかにする。 



４．研究成果 
(1) 建築形態の比較研究 
ヘレニズム期の墳墓・複合墓の調査報告書
等の資料、および現地での視察、その過程で
作成された写真資料などを用いて、墳墓・複
合墓の形態的特徴の比較、検討を行った。 
その結果、ギリシア本土の墳墓の多くは、
盛り土の中に石棺が埋められるものが多い
一方で、マケドニア式墳墓は、盛り土の中に
ギリシア式のファサードを持った建築物を
建造し、その中に石棺が安置されたものが一
般的であることが把握された。このマケドニ
ア式墳墓の地中に埋められた建築物は、屋根
がヴォールト形になっており、構造的な配慮
が伺えるものとなっていた。これは、後述の
小アジアの墳墓にもみられる特徴である。よ
って、今後は墳墓の構造特性の分析を行い、
構造的な観点から古代の建築家の造詣理念
を考察する必要がある。また、マケドニア式
墳墓は、軸線を同じくする前室と後室を持つ
平面構成を持っているが、これは他地域では
あまりみられない特徴であることが把握さ
れた。また、マケドニア式墳墓の中には、書
き割り的な 2層構成のファサードがみられる
ものがあった。こうしたファサード構成は、
ナバテアの磨崖墓にみられるものである。そ
して、このナバテアの磨崖墓では、マケドニ
ア式墳墓と同様に前室と後室を持つ平面形
式が採用されている。従って、今後はナバテ
アの磨崖墓とマケドニア式墳墓の関係性に
ついての分析が必要とされる。 
小アジアの墳墓には、墓室が盛り土の土圧
に押しつぶされないよう、その屋根形式に工
夫がみられることがわかった。また、墓室を
囲うように、その外側に別の部屋が構成され、
やはり墓室が墳墓の土圧でつぶれないよう
に工夫がなされた墳墓等もあった。前述の通
り、マケドニア式墳墓においても、盛り土の
下に位置する構造物においては、土圧による
圧壊を防ごうとする意図を持った天井形式
がみられた。従って、今後は墳墓の天井形式
に関する構想的な視点からの研究が必要と
される。一方、小アジアの複合墓は、カシュ
の墓廟とロードスのロディーニの墓廟が確
認された。ロードスのロディーニの墓廟は、
現在、屋根に木々が生い茂っている。一方で
壁面は、岩を彫り込んで作られている。つま
り、屋根以上が墳墓で壁以下が磨崖墓となっ
た、珍しい複合墓である可能性があることが
把握された。ただ、フェダックは、この墓の
屋根が階段状の切石積みであった可能性を
指摘している。フェダックの推測が正しけれ
ば、ロディーニの磨崖墓は、一般的な複合墓
と同様の構成を持った墓となる。調査報告書
には、ロディーニの墓廟の情報が殆ど掲載さ
れていないため、再調査が必要である。 
エジプトのアレクサンドリアの地下墳墓

では、各墓室の軸線が一致しないように室配
置が決定されていること等がわかった。また、
キュレネの複合墓には、一見すると家型墓に
見える複合墓と、磨崖墓に見える複合墓との
2 種類の複合墓が存在していることがわかっ
た。これらは、設計趣旨の段階から造詣理念
が異なる可能性があるので、設計法の観点か
らの研究が有用だと考えられる。また、アル
ジェリアの墳墓には、盛り土の外周を切石積
みの壁で囲うものが多くみられた。 
 なお、カリアの磨崖墓においては、施工の
容易さに起因してか、イオニア式のオーダー
が採用されることが多かった。そのため、複
合墓の磨崖墓部分でも、カリア同様にイオニ
ア式オーダーの採用が多い事が予想された
が、特にそのような傾向は見られなかった。 
 
(2) 施工法の比較研究 
建築技術の比較研究では、ヘレニズム期の
墳墓・複合墓の調査報告書、及び現地での視
察を通して、建築遺構に残る痕跡や材料など
から、墳墓・複合墓の施工技術を推定した。
この結果、エジプトのアレクサンドリアの地
下墳墓では、入り隅部分の施工の容易さを考
慮して、ドリス式の様式が多用されている可
能性が高いこと等が把握された。また、上述
の通り、マケドニアとアナトリアの墳墓にお
いては、盛り土の中に建築物や墓室を配する
ものがあり、それらの構造物では土圧に強い
ヴォールト状の天井が採用されていた。また、
小アジアやアルジェリアの墳墓には、盛り土
の周囲を切石積みの壁で覆う墳墓がみられ
たが、この場合、土圧は墓室の天井のみなら
ず、盛り土の周囲を囲う壁に対しても、壁を
外方向へと押し広げようとする土圧が加わ
るものと考えられる。残念ながら、報告書に
よる文献調査や現地調査によって、壁の内部
構造などを把握することはできなかったが、
今後は、壁にも土圧を封じ込める工夫がなか
ったかを分析する必要がある。 
 
(3) 設計法の比較研究 
設計法の検討では、神殿やストア等の他種
の地中海建築の設計法を参考に、ヘレニズム
期の墳墓・複合墓の設計法の解明の可否につ
いて検討を行った。 
前述の通り、マケドニア式墳墓は、ギリシ
ア神殿式のファサードを持ち、オーダーを採
用した墓が多い。従って、神殿やストア等の
地中海建築の設計法を参考に、マケドニア式
墳墓の設計法を解明することは可能だと思
われる。なお、マケドニア式墳墓では、盛り
土の土圧に耐えるために、盛り土の下に作ら
れる構造物の天井をヴォールト形にしてい
る。設計法を、単なるファサードの意匠を整
える方法として捉えるのではなく、構造的な
欲求とどのように折り合いを付けたのかに



ついても検討する必要がある。また、マケド
ニア式墳墓は、ギリシア式の神殿やストアと
は平面形状や施工法が全く異なっているが、
このような墓でどこまでギリシア式の設計
法が厳密に適用されたのかについても検討
する必要がある。 
 アルジェリアの墳墓には、盛り土の外周を
切石積みの壁で囲うものが多くみられた。こ
れらの壁には、ギリシア式の円柱が付けられ
ているため、やはりギリシアの神殿やストア
等の設計法を参考に設計法が解明される可
能性があると思われる。また、前述の通り、
キュレネには、一見すると家型墓に見える複
合墓、磨崖墓に見える複合墓の 2種類の複合
墓がある。何れもギリシア神殿を模した形態
やギリシア式のオーダーを持つものとなっ
ているため、ギリシア神殿やストアを参考に
設計法を分析することが可能だと思われる。
これらの複合墓においては、設計法の観点か
ら分析を行い、どのような造詣理念の違いに
基づいて、このような 2種類の複合墓が生み
出されたのかを分析する必要がある。また、
アレクサンドリアの地下墳墓は、発掘後に補
修が行われており、今後実測調査を行っても
元々の設計寸法を正確に把握することは難
しい。従って、詳細な設計法の分析は難しい
と思われる。しかし、アレクサンドリアの地
下墳墓は、左右対称であっても墓室の軸をず
らすといった室配置に特徴がみられるもの
なので、室配置に関する設計法を分析し、墓
室の軸を意図的にずらしたのかを明らかに
する必要がある。 
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